








糸球体腎炎患児に運動負荷を行い,尿蛋白の排泄量と組成,電解質排泄率,昇圧系ホルモン

としてレニン,アルドステロン,降圧系ホルモンとしてキニン,カリクレインの変動を調べ

た。それらの結果,メサンギウム細胞の増生を主体とする糸球体腎炎患児では,健常児に比

して運動による糸球体基底膜の透過性の亢進が顕著であり,それらが長時間持続すること

が認められた。 


